
も
な
い
う
然
も
、
今
ご
鴇
諺
至
上
の
著
作
を
見
る
に
こ
の
方
面
の
篠
懸
が
相

軽
餌
漁
即
は
れ
て
馨
る
と
磁
心
は
れ
る
。
轄
紺
濫
礁
働
の
轟
木
…
属
に
辮
「
及
一
叢
楓
㎎
瀦
衣
を
備
…
へ
て

法
り
、
こ
れ
に
は
埃
及
墨
の
專
攻
蒋
歴
一
、
…
幽
、
虚
日
が
蘭
輿
せ
る
も
の
で
あ
る
、
、

依
り
て
、
こ
の
種
の
著
作
が
輩
に
霞
王
閣
の
み
に
澱
ら
ず
、
鳶
幾
埃
及
盗
膿

に
蕉
り
て
獲
表
せ
ら
れ
る
を
窄
む
次
第
で
あ
る
。
〔
欝
島
誠
太
鄭
〕

夢
睡
o
o
♪
鷺
●
鱒
晦
鶏
嬉
団
ご
σ
臨
瓢
の
鍵
鵜
o
o
欝
◎
ヨ
矧
。
ω
．

　
1
搾
9
ご
け
ザ
O
＞
麟
H
緊
プ
け
O
梓
プ
O
露
鼠
集
（
｝
δ
○
鴨
旗
μ
O

　
　
×
＜
譲
囲
夢
8
馨
〆
寝
｝
、
．
…
・

　
　
　
6
0
溜
酔
Φ
謬
酔
登
謹
・
　
督
浦
、
プ
。
㌍
◎
ぴ
O
O
ぎ
器
躍
〔
毎
∩
酬
甑
器
マ
甲
曙
鼠
）
　
O
ヨ
。
臣
．
　
楓
H
．

　
k
〆
嵩
露
淫
乱
露
。
門
｝
畷
鋤
雲
ハ
ン
一
£
薬
…
恐
胴
回
」
罵
．
同
寵
。
ミ
憂
籠
鳥
⇔
ソ
溶
島
囲
診
く
｝
認
p
．

　
響
く
。
回
。
ご
一
ご
州
葺
ω
訟
8
窪
幹
ノ
唾
軍
扇
ぢ
　
H
b
讐
。
｝
・
9
簿
。
り
D
o
ぴ
o
o
ぎ
莚
プ

　
＜
轡
髄
脳
。
＞
聖
画
冨
2
．
鶏
纂
熱
烈
ご
（
沼
§
o
賊
p
幽
く
叫
曇
く
．
〆
｛
同
國
．
ω
鉾
欝
獲
麟

　
O
o
瞬
緊
密
蔓
国
8
箒
。
掃
凱
霧
◆
ノ
鵡
凝
．
明
W
鑑
｛
琶
o
o
o
口
門
、
回
、
帥
号
鷺
回
図
・
び
回
も
9
．
酔
§
8

　
0
や
ソ
掛
簿
瑞
瓢
。
貯
話
’
拷
嘘
鐸
9
簿
讐
欝
圃
無
ぴ
ρ
ソ
q
∴
幽
、
峯
蕊
…
鑓
。
コ
8
び
陣
び
巽
…
鯉
H

　
国
o
g
§
首
酔
　
冠
㎏
8
　
男
象
門
。
善
魯
嘗
認
無
戴
巨
｝
田
8
「
一
9
ご
陶
裏
話
　
困
賦
9

　
け
鎮
星
り

　
十
三
世
紀
か
ら
率
八
舞
々
牛
に
棄
る
撒
世
紀
闘
に
簸
て
英
國
の
融
愈
獲
展

に
俘
ひ
引
受
さ
れ
た
纏
濟
的
・
倫
…
理
的
諸
問
題
を
概
疑
し
、
之
聖
画
開
題
に

点
し
て
襲
撃
。
代
の
墨
’
藷
∵
免
停
～
商
…
人
・
纏
濟
ワ
記
者
。
面
訴
湿
辮
に
依
っ
て
獲
表

せ
ら
れ
た
綿
上
説
を
系
統
的
∴
麗
織
的
に
考
察
せ
ん
と
す
る
の
が
本
欝
の
癖

的
で
あ
る
。

　
焦
し
て
蒙
鶏
の
努
力
、
は
先
づ
、
後
藩
郎
ち
英
國
に
於
け
る
初
期
纏
濟
學

導tn
聡｝

介

論
の
獲
展
渦
…
程
を
有
磯
的
に
驚
壁
付
げ
る
嘉
に
向
け
ら
れ
て
ゐ
る
っ
こ
鼠
に

託
て
著
鳶
は
、
各
章
を
降
優
等
に
排
列
し
、
次
で
各
時
代
の
経
鞍
点
謹
・
緯

濟
理
論
を
分
葦
船
し
、
口
慰
後
に
、
か
く
分
類
、
さ
れ
た
昏
時
代
の
指
導
的
纏
濟
捲
・

説
を
雁
災
的
に
位
置
付
け
る
と
共
に
、
叉
寄
時
代
の
纏
濟
観
念
の
占
聯
る
雁

史
的
位
置
を
も
鮮
明
な
ら
し
め
ん
と
す
る
物
で
あ
る
。

　
十
㎝
　
・
…
二
…
糠
紀
の
英
國
思
二
者
を
指
導
し
た
ハ
鮮
お
8
－
ズ
。
ぎ
器
一
（
）
喩
。
§
匹

（
ぎ
ざ
。
号
は
フ
ラ
ン
ス
に
學
ん
だ
｝
o
ぎ
亀
奪
。
毎
筈
醇
蜜
等
に
依
っ
て
大
陸

か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
物
で
あ
る
が
、
　
こ
の
ス
逐
フ
主
義
思
想
に
塞
つ
い
た
巖

格
な
倫
理
槻
念
と
、
之
に
肥
立
し
て
當
博
伸
長
の
第
一
歩
を
踏
み
記
し
た
莫

繊
鯉
遡
商
陶
黙
業
の
纏
溜
野
駒
漿
實
と
の
闇
…
に
存
在
す
る
矛
贋
…
簸
…
決
は
耽
（
後
翫
一
世
紀

闘
に
亙
る
影
野
欝
論
界
の
中
心
問
題
で
あ
っ
た
．
、
（
謝
し
て
英
國
の
通
繭
の
コ
静
が

部
落
・
都
市
野
心
の
初
期
形
膿
を
腕
し
て
國
際
化
さ
れ
る
と
共
に
、
即
、
爽

國
の
海
上
支
醍
の
必
要
性
が
認
知
さ
れ
翻
る
と
無
へ
に
、
こ
の
賜
題
は
政
府
の

纒
濟
政
策
と
相
真
影
し
て
、
　
叢
商
異
義
纏
濟
雛
説
の
實
騰
的
継
…
耀
に
迄
展
閉

し
て
行
っ
た
〇
六
十
真
以
下
の
　
…
…
章
〉

　
さ
て
こ
の
無
O
o
鐸
ぎ
⑦
と
欝
。
窮
と
の
甥
立
の
…
聞
に
立
っ
て
爾
薪
の
衝
爽
を
緩

和
し
、
英
國
縫
幽
界
の
叢
展
を
圓
湧
な
ら
し
め
ん
と
し
た
諸
ス
コ
ラ
穣
嚢
（
第

二
。
瓢
丁
閥
・
流
章
）
は
新
藤
爾
聖
．
書
・
ゴ
三
高
訓
ρ
〉
護
窮
ひ
…
M
5
Ω
憲
誘
。
露
9
ゴ
“

○
墨
ω
ご
号
尻
の
如
き
教
父
、
及
H
釜
（
5
び
感
、
（
沸
簿
憎
§
｝
酬
）
悪
戯
の
如
き
暴
風
…
威

の
勢
作
か
ら
拠
署
し
て
重
商
主
簿
纏
濟
理
論
の
確
立
に
溝
る
迄
、
越
え
ざ
る

努
力
を
績
け
、
英
蝋
に
於
け
る
纏
験
識
の
基
を
開
い
た
の
で
あ
る
Ω
一
驚
貰
〉
。

彼
等
ス
コ
ラ
誓
學
蒋
の
聞
に
成
立
し
た
共
通
理
念
は
、
そ
の
藻
魚
的
鞭
擦
に

第
ニ
ナ
三
巻
　
鎮
凶
擁
　
　
八
九
一

冑
〈一．）55，）



紹

介

於
て
は
央
々
特
異
性
を
有
す
る
と
は
歎
へ
（
玄
武
璽
）
次
の
一
旬
に
要
約
し
撮

る
と
愚
ふ
、
。

　
　
舅
糞
ぞ
四
茜
窪
目
μ
韓
一
耗
G
コ
馳
器
9
畦
塗
○
鷹
ハ
w
｛
圃
餐
一
碁
ξ
塗
な
慈
（
一
回
巴
窪

　
葱
、
、
㎞
押
鯨
鳴
声
。
β
ご
2
九
頁
）

　
そ
し
て
、
こ
の
理
念
に
論
理
的
根
厩
を
輿
ふ
る
に
釜
つ
た
と
考
へ
ら
れ
る

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
価
員
懲
輪
醐
（
…
…
…
二
頁
）
と
通
商
論
（
；
δ
簑
）
に
瞬
鵜
欝
の

蘭
心
が
簿
せ
ら
れ
て
る
る
辮
は
≧
。
〔
葬
蒙
酬
r
養
囲
と
。
§
ヨ
O
§
。
£
）
識
ハ
島

。
鴨
擁
讐
（
ぎ
煮
と
の
關
聯
に
蓬
考
察
を
灘
…
む
る
に
及
び
意
嚢
深
く
感
ぜ
ら
る
」

の
で
あ
る
。

　
次
で
第
二
章
三
ナ
蝕
頁
に
於
て
ン
鑓
貿
二
乙
鍵
七
二
ぎ
凱
（
ご
一
関
幾
年
、

パ
リ
に
死
す
）
蒙
。
碧
｛
蕊
黛
㌶
銭
…
餌
F
ノ
ヨ
一
…
鑓
（
一
瓢
臨
九
年
生
る
）
圏
ぎ

ジ
葺
頓
も
臼
8
償
艇
　
（
一
二
六
鷲
無
生
れ
、
一
三
〇
八
年
死
す
）
　
ジ
，
一
瓢
ぎ
ゴ
亀

O
o
霧
ヨ
（
一
三
醒
九
年
顎
死
す
）
を
　
取
り
上
げ
、
彼
等
の
抱
く
倫
理
翻
醗
・
纏
濟
糊
観

の
紹
介
が
見
ら
れ
る
。
顯
．
財
藻
の
私
膚
、
賃
銭
の
取
得
、
通
商
に
於
け
る
鶯
刺

活
心
力
を
甘
ω
碁
論
語
ざ
と
結
付
け
る
べ
く
、
　
薫
。
Φ
鶉
期
ど
鷺
o
o
ハ
ぎ
回
船
曽
。
臼
瓢
苗
を

考
慮
し
た
甲
｛
紀
霧
（
二
七
頁
）
図
タ
蕪
＝
ぴ
襲
0
・
8
：
酬
斜
蕊
3
篇
｛
o
霧
ハ
ご
＆

蓉
O
凹
比
鵜
O
（
覧
厳
貰
）
を
主
張
し
た
旧
旗
。
ミ
含
伊
9
0
〔
蕊
㎞
（
夢
…
ま
一
C
潔
く

と
讐
嵩
ご
§
疑
舞
と
の
働
き
を
考
察
し
ズ
9
碁
芦
蕪
毎
門
9
を
否
認
し
、

琴
酢
剛
薯
鑑
騎
G
♂
・
費
。
…
鱗
三
審
ぎ
穿
三
脚
酬
三
〇
〇
塁
焦
色
窪
を
承
認
し
た
O
o
Ω
ニ
ゴ
。

以
上
鎌
入
の
解
明
は
。
＾
凌
瞠
一
ξ
鼠
。
鷲
｝
菱
餐
か
一
3
嗣
・
・
鰹
ぎ
嘗
・
。
、
酔
髪
τ
へ

の
編
濟
理
論
獲
展
の
過
程
を
認
識
す
る
と
共
に
（
一
蹴
○
買
以
降
）
纏
濟
納
危

擁
…
二
認
．
冨
σ
ズ
薯
三
舞
…
§
”
金
銀
の
海
外
流
出
燐
撫
に
よ
る
▽
を
党
凝
し
た
事
事

の
纒
濟
界
が
中
舞
納
諸
束
縛
を
期
し
て
、
近
糧
的
鴬
野
を
獲
得
す
る
に
及
び
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十
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巻
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九
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翼
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降
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H
∴
旨
W
餌
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囮
二
；
天
頁
）
！
＜
乙
、
慈
ざ
遍
●
ざ
。
深
（
一
髪

蹴
頁
）
簿
に
よ
る
業
商
慮
嚢
纏
濟
廉
説
の
展
躍
、
　
更
に
英
國
燕
業
箪
命
の
華

々
し
き
成
果
（
一
鷲
入
頁
以
降
）
を
も
た
ら
す
身
暴
煮
。
な
藁
囲
の
依
っ
て

來
る
慮
の
蟷
の
を
抱
握
す
る
に
敏
く
鰐
か
ら
ざ
る
藁
礎
酌
昔
作
で
あ
る
轍

　
　
倉
詣
ぎ
挫
£
ぎ
（
搾
戴
酬
笠
【
ど
・
…
緯
5
蔓
9
ヨ
・
ぎ
｛
　
ゴ
，
o
篇
潮
田
に
（
洲
ぎ
さ
続
“

　
㏄
。
ゆ
℃
．
酬
）
脅
卜
」
い
ρ
麟
γ
8
）
〔
小
澤
漁
郡
見
）

國
境
政
治
的
磯

騰
　
田
　
瀧
　
盟
著

　
國
境
は
敢
漉
地
理
に
於
け
る
一
つ
の
テ
ー
マ
と
し
て
既
に
ラ
ッ
ッ
瓢
ル
以

來
取
扱
は
れ
て
架
た
い
し
か
し
三
下
は
銀
入
・
政
治
家
等
實
際
家
に
よ
り
、

よ
り
多
く
問
題
と
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
が
、
詞
壇
織
の
分
鋼
…
殊
に
世
界
大
望

の
結
果
論
…
闘
境
の
翻
窺
さ
る
㌦
も
の
多
き
を
見
る
に
累
り
、
地
側
屈
嚢
に
よ

る
膿
系
的
概
算
が
費
は
れ
て
來
た
縣
　
ハ
ウ
ス
ホ
ー
ア
ェ
ル
の
「
地
理
納
致
治

的
意
味
に
於
け
る
漉
訂
し
、
マ
ゥ
ル
の
「
政
治
境
堺
」
ほ
騨
ち
そ
の
纒
め
ら
れ

た
亀
の
で
、
フ
ォ
ー
セ
ッ
ト
の
「
境
界
地
理
」
、
　
ホ
ー
ル
デ
ッ
チ
の
「
政
治
納

境
界
と
國
境
翻
…
焦
し
等
の
蜜
際
興
研
鐙
と
共
に
國
鏡
敵
．
濡
地
理
の
主
要
交
献

で
あ
る
。

　
昭
和
に
入
っ
て
か
ら
我
が
纏
鯉
悪
言
に
毒
猫
逸
の
敷
設
地
理
書
が
多
書
謙

謬
紹
介
さ
れ
た
が
今
や
灘
…
湖
に
於
け
る
ソ
聯
と
の
境
界
紛
璽
、
支
郷
事
墾
の

牧
扮
に
薩
礁
し
て
敵
溶
血
鯉
殊
に
國
境
に
關
す
る
智
識
は
朝
野
喫
緊
の
要
求

と
な
っ
た
㍍

　
こ
の
時
に
當
り
．
　
政
治
壇
遡
を
悪
攻
さ
れ
職
を
陸
軍
纏
輝
畢
絞
に
賑
せ
ら
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